
民生費
41.5％

市税
48.7％

教育費
12.6％

国庫支出金
18.4％

歳　出
1,719億
5,000万円

歳　入
1,719億
5,000万円

土木費
12.5％

公債費
8.8％

市債
7.7％

繰入金
4.9％

諸収入
3.7％
県支出金
4.7％

地方消費税交付金
2.6％

地方交付税
2.6％

使用料及び手数料
2.4％

繰越金1.5％

総務費
8.1％

消防費
3.8％ 議会費他 2.2％

諸支出金 0.1％

分担金及び負担金他
寄附金
2.8％

衛生費
10.5％

総予算内訳

小型自動車
7.7％

下水道
3.8％

区画整理
2.3％

後期高齢者医療
1.4％

水道
4.8％

病院
4.8％

一般会計
49.2％

総予算
3,498億
78万3千円

特別会計
41.2％

企業会計
9.6％

0.2％

国民健康保険
17.9％

介護保険
7.9％

看護学校費他
一般会計歳入

一般会計歳出

vol.29
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鳩
ヶ
谷
市
と
合
併
し
て
最
初
の

予
算
編
成
で
あ
り
、
予
算
全
体
の

規
模
が
約
３
，４
９
８
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
教
育
、
福
祉
、
土
木
、

消
防
等
の
基
本
的
な
経
費
で
あ
る

「
一
般
会
計
」
が
１
，７
１
９
億
５

千
万
円
、
下
水
道
や
区
画
整
理
、

国
民
健
康
保
険
等
の
「
特
別
会

計
」
が
約
１
，４
４
３
億
４
百
万
円
、

水
道
と
病
院
の
「
企
業
会
計
」
が
３

５
５
億
４
千
６
百
万
円
で
す
。

　

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
か
ら
、

引
き
続
き
生
活
保
護
な
ど
の
民
生

費
が
一
般
会
計
予
算
の
４
割
を
超

え
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
る
中
で
も
、
新
た
に

70
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
今
年
10
月
か
ら
は
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
す

る
等
、
合
併
効
果
を
盛
り
込
み
な

が
ら
の
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　 

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
火

葬
施
設
の
整
備
も
、（
仮
称
）
赤
山

歴
史
自
然
公
園
の
整
備
と
と
も
に
、

い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
更
に
歴
史
的
遺
産
で
あ

る
日
光
御
成
道
を
、
新
し
い
川
口

市
の
一
体
感
の
醸
成
と
市
内
経
済

の
活
性
化
に
活
用
す
る
予
算
も
計

上
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
ほ
か
、
新
年
度
か
ら
危
機

管
理
部
を
新
設
し
、
自
然
災
害
、

放
射
能
汚
染
対
策
か
ら
テ
ロ
対
策

ま
で
一
元
的
に
対
応
で
き
る
組
織

体
制
と
し
安
全
・
安
心
に
配
慮
す

る
な
ど
、
市
民
か
ら
の
血
税
を
無

駄
な
く
有
効
に
活
か
し
、
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
街
づ
く

り
に
向
け
て
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
人
と
し
て
引
き
続
き

微
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て



　

赤
山
・
新
井
宿
地
域
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
関
東
郡
代

を
務
め
た
伊
奈
氏
の
陣
屋
跡
地
が
存
在
す

る
な
ど
、
本
市
が
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
を

有
す
る
と
と
も
に
、
赤
山
の
枝
も
の
や
安

行
の
植
木
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
農
業
の

中
核
的
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

隣
に
は
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
緑
化
セ
ン

タ
ー
等
の
観
光
・
集
客
拠
点
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
支
え
る
道
路
網
や
埼
玉
高
速
鉄
道

等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
面
に
お
い
て
も
高

い
利
便
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
で
は
、「（
仮
称
）
赤
山

歴
史
自
然
公
園
等
検
討
委
員
会
」
で
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
構
想
を
踏
ま
え
、
自
然
環

境
や
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
、
地
域

の
振
興
や
都
市
農
業
の
活
性
化
に
も
資
す

る
公
園
、
さ
ら
に
は
、
昭
和
８
年
の
市
制

施
行
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
平
成
13

年
に
は
、
14
万
人
を
超
え
る
市
民
か
ら
請

願
書
が
提
出
さ
れ
た
火
葬
施
設
に
つ
い
て

の
計
画
案
を
策
定
し
、
昨
年
８
月
以
降
の

地
元
説
明
会
等
を
経
て
過
日
の
２
月
末
に

は
、
当
該
地
域
の
約
8.9
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
公
園
の
区
域
と
し
て
、
約
2.0
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
火
葬
施
設
の
区
域
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
都
市
計
画
決
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
広
域
的
な
集
客
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
隣
接
す
る
首
都
高

速
道
路
の
川
口
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

と
連
携
し
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

の
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議

を
行
な
い
、
地
元
の
方
々
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
、
本
市
の
新
し
い
顔
に
ふ
さ

わ
し
い
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
る
と
同
時
に
、
多
く
の
市
民
の
長

年
の
要
望
で
あ
っ
た
火
葬
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
水
と
緑
に
囲
ま
れ
、

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
施
設
と
な
る

よ
う
に
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
、
が
ん
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
に
次
い
で
第
4
位
で
、

特
に
75
歳
以
上
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
急

激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
肺
炎

に
よ
る
死
亡
原
因
の
主
た
る
も
の
は
、
肺
炎

球
菌
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者

へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防

対
策
が
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
市
民
か
ら
の
要
望

も
踏
ま
え
、
従
来
全
額
自
己
負
担
で
あ
っ
た

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
に
つ
い
て
、

本
年
4
月
か
ら
70
歳
以
上
の
市
民
に
対
し
、

接
種
費
用
の
一
部
と
し
て
、
3
千
円
を
新
た

に
助
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
よ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
促
進
さ
れ
、
肺
炎
に
よ
る
重

症
化
や
死
亡
の
抑
制
に
寄
与
す
る
も
の
と
大

い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
通
院
分
医
療
費
に
つ
い
て
小
学
校

就
学
前
ま
で
を
助
成
対
象
と
し
て
お
り
、
入

院
分
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
市
の
単
独
事
業

と
し
て
中
学
３
年
生
ま
で
を
助
成
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
展
す
る
中
で
安
心
し
て
子
育

て
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
経

済
支
援
策
で
あ
る
通
院
分
の
医
療
費
に
つ
い

て
も
、
本
年
10
月
か
ら
助
成
対
象
を
中
学
3

年
生
ま
で
拡
大
し
て
実
施
し
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
へ

の
影
響
や
受
益
と
負
担
の
公
平
性
等
を
勘
案

し
、
年
齢
拡
大
の
実
施
か
ら
1
年
後
を
目
途

に
、
所
得
制
限
及
び
市
税
や
保
育
料
等
の
完

納
要
件
を
設
け
ら
れ
る
の
で
市
民
へ
の
十
分

な
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
財
源
の
適
正
か
つ

効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
も
ら
い
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

第
二
産
業
道
路
の
石
御
堂
橋
に
信
号
機
が

3
月
21
日
、
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
悲
し
い
事
故
が
発
生
す
る
等
、
危
険

な
場
所
で
あ
り
地
元
本
蓮
町
会
か
ら
信
号
機

設
置
に
向
け
た
要
望
が
何
年
も
前
か
ら
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
設
置
に
よ
り
短
い
距
離
で
３
ヶ
所
の

信
号
機
が
連
続
す
る
こ
と
と
な
り
自
動
車
の

運
転
は
走
行
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
が
、
歩
行

者
等
が
安
全
に
横
断
出
来
る
事
に
加
え
、
産

業
道
路
へ
出
入
り
す
る
生
活
道
路
の
選
択
肢

が
広
が
り
交
通
量
分
散
が
期
待
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
設
置
場
所
か
ら
隣
接
し
た
本
蓮
１
丁

目
で
は
生
活
道
路
の
時
速
30
k
m
規
制
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
の
走
行
に
は

充
分
ご
注
意
を
頂
く
事
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
危

険
個
所
の
整
備

を
進
め
交
通
安

全
対
策
も
し
っ

か
り
と
推
進
し

て
く
こ
と
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　日光御成道は、江戸時代に徳川将軍の日
光東照宮への社参のために、言わば「将軍
専用道」として整備された街道であり川口
と鳩ヶ谷は、その宿場町として共に発展し
てきた歴史的経緯があります。
　合併という大きな節目を経て、新川口市
の更なる一体感の醸成を図るとともに、本
市をより一層ＰＲするためこの歴史的財産
を活かし、鳩ヶ谷市との合併１周年にあた
る本年１１月に、徳川将軍の日光社参行列
を再現する「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道ま

つり」を開催することとなりました。
　そして、２月に本まつりの趣旨にご賛同
いただいた皆様により「川口宿 鳩ヶ谷宿 
日光御成道まつり実行委員会」を設立し、
新たな川口市の活性化につなげるためのス
タートを切ったところです。
　また、旧鳩ヶ谷市で行なわれていた
「鳩ヶ谷まつり」と「商工まつり」も同時
に開催し、市内外から日光御成道周辺を訪
れる方々を増やすことで、市内経済の活性
化を図り、人と人との交流を促進するとと
もに、市民の本市に対する愛着がより深め
られ意義深い“まつり”となることを願っ
ております。

（
仮
称
）赤
山
歴
史
自
然
公
園
及
び

（
仮
称
）川
口
市
火
葬
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

公
費
助
成
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の

助
成
対
象
年
齢
の

拡
大
に
つ
い
て

石
御
堂
橋
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て

「川口宿 鳩ヶ
谷宿 

日光御成道まつ
り」

について
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赤
山
・
新
井
宿
地
域
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
関
東
郡
代

を
務
め
た
伊
奈
氏
の
陣
屋
跡
地
が
存
在
す

る
な
ど
、
本
市
が
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
を

有
す
る
と
と
も
に
、
赤
山
の
枝
も
の
や
安

行
の
植
木
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
農
業
の

中
核
的
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

隣
に
は
グ
リ
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ン
セ
ン
タ
ー
や
緑
化
セ
ン

タ
ー
等
の
観
光
・
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客
拠
点
が
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り
、
こ

れ
ら
を
支
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る
道
路
網
や
埼
玉
高
速
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道

等
の
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通
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ン
フ
ラ
の
面
に
お
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て
も
高

い
利
便
性
を
有
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い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
で
は
、「（
仮
称
）
赤
山

歴
史
自
然
公
園
等
検
討
委
員
会
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で
と
り

ま
と
め
ら
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想
を
踏
ま
え
、
自
然
環
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や
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文
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遺
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を
活
用
し
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、
地
域

の
振
興
や
都
市
農
業
の
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に
も
資
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公
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、
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に
は
、
昭
和
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年
の
市
制

施
行
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
平
成
13
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に
は
、
14
万
人
を
超
え
る
市
民
か
ら
請

願
書
が
提
出
さ
れ
た
火
葬
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設
に
つ
い
て

の
計
画
案
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し
、
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以
降
の

地
元
説
明
会
等
を
経
て
過
日
の
２
月
末
に

は
、
当
該
地
域
の
約
8.9
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
公
園
の
区
域
と
し
て
、
約
2.0
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
火
葬
施
設
の
区
域
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
都
市
計
画
決
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
広
域
的
な
集
客
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
隣
接
す
る
首
都
高

速
道
路
の
川
口
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

と
連
携
し
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

の
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議

を
行
な
い
、
地
元
の
方
々
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
、
本
市
の
新
し
い
顔
に
ふ
さ

わ
し
い
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
る
と
同
時
に
、
多
く
の
市
民
の
長

年
の
要
望
で
あ
っ
た
火
葬
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
水
と
緑
に
囲
ま
れ
、

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
施
設
と
な
る

よ
う
に
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
、
が
ん
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
に
次
い
で
第
4
位
で
、

特
に
75
歳
以
上
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
急

激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
肺
炎

に
よ
る
死
亡
原
因
の
主
た
る
も
の
は
、
肺
炎

球
菌
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者

へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防

対
策
が
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
市
民
か
ら
の
要
望

も
踏
ま
え
、
従
来
全
額
自
己
負
担
で
あ
っ
た

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
に
つ
い
て
、

本
年
4
月
か
ら
70
歳
以
上
の
市
民
に
対
し
、

接
種
費
用
の
一
部
と
し
て
、
3
千
円
を
新
た

に
助
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
よ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
促
進
さ
れ
、
肺
炎
に
よ
る
重

症
化
や
死
亡
の
抑
制
に
寄
与
す
る
も
の
と
大

い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
通
院
分
医
療
費
に
つ
い
て
小
学
校

就
学
前
ま
で
を
助
成
対
象
と
し
て
お
り
、
入

院
分
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
市
の
単
独
事
業

と
し
て
中
学
３
年
生
ま
で
を
助
成
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
展
す
る
中
で
安
心
し
て
子
育

て
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
経

済
支
援
策
で
あ
る
通
院
分
の
医
療
費
に
つ
い

て
も
、
本
年
10
月
か
ら
助
成
対
象
を
中
学
3

年
生
ま
で
拡
大
し
て
実
施
し
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
へ

の
影
響
や
受
益
と
負
担
の
公
平
性
等
を
勘
案

し
、
年
齢
拡
大
の
実
施
か
ら
1
年
後
を
目
途

に
、
所
得
制
限
及
び
市
税
や
保
育
料
等
の
完

納
要
件
を
設
け
ら
れ
る
の
で
市
民
へ
の
十
分

な
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
財
源
の
適
正
か
つ

効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
も
ら
い
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

第
二
産
業
道
路
の
石
御
堂
橋
に
信
号
機
が

3
月
21
日
、
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
悲
し
い
事
故
が
発
生
す
る
等
、
危
険

な
場
所
で
あ
り
地
元
本
蓮
町
会
か
ら
信
号
機

設
置
に
向
け
た
要
望
が
何
年
も
前
か
ら
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
設
置
に
よ
り
短
い
距
離
で
３
ヶ
所
の

信
号
機
が
連
続
す
る
こ
と
と
な
り
自
動
車
の

運
転
は
走
行
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
が
、
歩
行

者
等
が
安
全
に
横
断
出
来
る
事
に
加
え
、
産

業
道
路
へ
出
入
り
す
る
生
活
道
路
の
選
択
肢

が
広
が
り
交
通
量
分
散
が
期
待
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
設
置
場
所
か
ら
隣
接
し
た
本
蓮
１
丁

目
で
は
生
活
道
路
の
時
速
30
k
m
規
制
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
の
走
行
に
は

充
分
ご
注
意
を
頂
く
事
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
危

険
個
所
の
整
備

を
進
め
交
通
安

全
対
策
も
し
っ

か
り
と
推
進
し

て
く
こ
と
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　日光御成道は、江戸時代に徳川将軍の日
光東照宮への社参のために、言わば「将軍
専用道」として整備された街道であり川口
と鳩ヶ谷は、その宿場町として共に発展し
てきた歴史的経緯があります。
　合併という大きな節目を経て、新川口市
の更なる一体感の醸成を図るとともに、本
市をより一層ＰＲするためこの歴史的財産
を活かし、鳩ヶ谷市との合併１周年にあた
る本年１１月に、徳川将軍の日光社参行列
を再現する「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道ま

つり」を開催することとなりました。
　そして、２月に本まつりの趣旨にご賛同
いただいた皆様により「川口宿 鳩ヶ谷宿 
日光御成道まつり実行委員会」を設立し、
新たな川口市の活性化につなげるためのス
タートを切ったところです。
　また、旧鳩ヶ谷市で行なわれていた
「鳩ヶ谷まつり」と「商工まつり」も同時
に開催し、市内外から日光御成道周辺を訪
れる方々を増やすことで、市内経済の活性
化を図り、人と人との交流を促進するとと
もに、市民の本市に対する愛着がより深め
られ意義深い“まつり”となることを願っ
ております。

（
仮
称
）赤
山
歴
史
自
然
公
園
及
び

（
仮
称
）川
口
市
火
葬
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

公
費
助
成
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の

助
成
対
象
年
齢
の

拡
大
に
つ
い
て

石
御
堂
橋
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て

「川口宿 鳩ヶ
谷宿 

日光御成道まつ
り」

について
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